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１．研究室概要  

当研究室は CATs‐lab.（キャッツラボ）と銘打って活動して

います．CATs‐lab.は森田昇，比田井洋史，松坂壮太の 3 教

員で運営しており，昨今人気がなく数の減っている講座制の

研究室です．さぞストレスフルな環境であると想像されるかも

しれませんが，3 教員が短所を補い合い，ほとんど奇跡的とい

えるストレスフリー運営に成功しています．しかしこれは教員

が威張れることではなく，実は優秀な学生達の不断の努力に

よって維持されている環境です．本稿ではストレスフリー講座

制の秘密を紹介していきたいと思います．ただし，ストレスフリ

ーなのは教員であり，学生ではない点にご留意ください． 
 
２．導入教育 

毎年学部生が配属されると，まずは導入教育としていくつ

かの課題をクリアしてもらいます．課題は各研究の推進に必

要な知識や技術の一端に触れられる内容としています．試料

調製を含めたSEM 観察やレーザのアライメント調整，結晶構

造モデルの組み立てなどが課されます． 
課題をクリアするためには学部生同士が協力するのはもち

ろん，それぞれ専門の異なる先輩方の助けが必要となるため

上下のコミュニケーションも生まれます．CATs‐lab.の研究テ

ーマは 
● 偏光高速度カメラによる切削工具の締結部の応力分

布評価 
● ガラスおよびダイヤモンドのレーザ加工 
● ガラスおよび結晶材料のホイール割断 
● 電圧印加によるガラスの機能創出 
● ガラス内部での金属微粒子のマニピュレーション 

など多岐にわたりますので，導入教育を通して各自の好みと

適性，先輩との相性を確認してもらったうえで，研究テーマを

選択してもらいます． 
 

３．チューター制 

新学部生の研究テーマが決まったあと，学部生一人に対し，

院生一人をチューターとして任命します．その際は研究テー

マの遠い学生同士を組み合わせるようにしています．チュー

ターは新学部生の各種資料作成やプレゼンの指導に責任を

持ちます．あえて研究テーマの遠い人材同士にすることで，

お互いに言いたいことがなんとなくわかってしまい，説明不足

の部分がある資料を作成してしまう状況を回避します．チュー

ター側は学部生の質問に答える必要があるため，自己研鑽

が必要になるでしょう． 

学部生が拙い発表をした場合，チューターの院生は遠慮

なく周りに非難され，立つ瀬がありません．チューターは，“言

ったんですけど直してくれません”，“締め切りまでに出してく

れないので直せません”などと言いますが，全ては言い訳とし

て断罪します．反対に完成度の高い発表をした場合には，そ

の学部生自身の実力とみなされます．院生には中間管理職

の気分を味わってもらい，教員側の苦労にも思いを馳せても

らう作戦です． 

 

４．自主的な研究活動 

導入教育とチューター制によって，先輩が後輩を指導する

のが当たり前という環境を整えました．ここまでくれば，研究に

ついても先輩が手本を示し，後輩の面倒をみるという文化は

およそ自動的に発生します．実例として，ある先輩と後輩との

間で交わされた SNS のやり取りを紹介します． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員の出る幕がない様子がおわかりいただけるでしょうか． 

ストレスフリー講座制の完成です． 

 
５．研究室のリソース 

最後に，研究室活動を支える主なリソースを紹介します． 
●ピコ秒レーザ発振器 （自作） 
● オプティカルアナリシスベース （自作 雰囲気調整チャン

バ内でガラスの亀裂進展を各種光学機器で可視化） 
●SEM 内割断装置 （自作） 
● 30 名以上の学生．学部からたたき上げの博士後期課程 5

名を含む．DIY 作業で大活躍する筋肉自慢も豊富．全力で

研究推進，論文執筆をするため，CATs‐lab.は 4 年連続で

機械工学コースの修士首席を輩出している． 
 

伝熱の場はダイヤモン
ドのままのほうが正確
じゃありません？？ 

前者だと内部変質端が最
⾼温度にならんのよな 

元あった内部変質端が 
最⾼温度になる 

それで良いの
では？？ 
その時間ステップで
は変質端が最⾼じゃ
ありませんか？ レーザパルスが消えた後に 

変質がレーザ⽅向に成⻑し
ているならそうなるな そもそも照射時間が⼀瞬なんで 

t(照射)>> t(伝熱) 
じゃありませんかね？ 

  
◇ 研究室紹介 ◇  
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Nano Precision Manufacturing Laboratory,  
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〒120-8551 東京都足立区千住旭町 5 番 
 

HP：https://www.dendai.ac.jp/ 
 

TEL：03-5284-5482 
 

FAX：03-5284-5694 
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キーワード：超精密加工，機上測定，切削，研磨，非球面光学素子，光学シミュレーション，Additive Manufacturing 
 
１．研究室概要 
当研究室は，東京電機大学工学部先端機械工学科に所

属し，光を操る先端デバイスなど極限精度の生産技術開発を

目的として，ナノ精度加工の研究，先端光学デバイスおよび

マイクロ構造体の製造に関する研究を行っています．遠い宇

宙の観測から体内の病気を探す技術まで，光の無限の可能

性を追求します．東京電機大学は，「実学尊重」を建学の精

神として掲げ，「科学技術で社会に貢献する人材の育成」を

使命として日本をはじめ世界で活躍する多くの技術者を育成

し続けています．先端機械工学科は，これからの社会に貢献

する先進的なものづくりを行うために，機械工学に加え，情報，

コンピュータ，光学，医用工学など先端工学を取り入れた授

業・研究を展開し，機械・計測・制御・精密加工などの基礎と

先端技術を習得した，広く社会で活躍できる技術者の育成を

目指します． 
 
２．専門分野 
超精密工作機械，機上計測システム，超精密切削加工，

遊離砥粒研磨加工，振動研磨法，超精密形状計測，ガラス

成形シミュレーション，光学シミュレーション，金型加工，付加

製造(AM: Additive Manufacturing) 技術． 
 

３．研究室在籍者 
博士課程 1 名，修

士課程 4 名，学部 4
年生 10 名と教員とし

て教授 森田晋也が

在籍している． 

 

４．研究テーマ紹介 
〔超精密加工装置における機上計測に関する研究開発〕 
超精密加工装置の運動精度を検証し補正するための機上

計測システムの開発および曲面加工時の中間周波形状誤差

の発生原因の追求論文(1)，ならびにサブナノメータの分解能を

有する超精密加工装置と共焦点色収差型同軸式レーザ変位

計を組み合わせた機上計測手法の開発論文(2)などを行ってい

る． 

〔赤外天文学用ミラーアレイの超精密加工〕 
理化学研究所・東大天文教育研究センター他と共同で天

文学等にて用いられる赤外面分光観測装置のための高精度

なミラーアレイの加工技術の開発を行っている論文(3) (4)． 

 
〔中間周波数誤差を考慮した形状表現・光学計算〕 
一眼カメラの非球面レンズ金型の製造工程における中間

周波数のサブミクロンうねりに由来する輪帯ボケを評価するた

めに，2 次パラメトリック関数を用いた光線追跡法を適用して加

工誤差を含むレンズのボケ像シミュレーションを行った論文(5)． 
これ以外にも，ガラスプレスモールド技術，レーザ式 AM 技

術による金型製造や AM で積層された材料の試験法に関す

る研究など様々な超精密加工・計測に関する研究を推進して

います． 
 
５．所有機器類 
白色光干渉計（ZYGO Zegage Plus)，レーザーオートフォー

カス形状測定プローブ PFU-3（三鷹光機）, 超音波振動研磨

装置，光学設計ソフトウェアほか 
 
６．産官学連携に関してのメッセージ  
当研究室は他機関との共同研究を積極的に推進します．

是非ご相談ください． 
 
７．最近の研究発表論文 
(1) H. Duan et al., The 22nd International Symposium on 

Advances in Abrasive Technology, Dec. 2019. 
(2) 段他, 日本機械学会第 13 回生産加工・工作機械部門講

演会, Oct. 2019. 
(3) Y. Kitagawa et al., SPIE Astronomical Telescopes + 

Instrumentation, Jul. 2016, DOI: 10.1117/12.2231931. 
(4) S. Morita et al., The 21st International Symposium on 

Advances in Abrasive Technology, Oct. 2018. 
(5) S. Kaneko et al., OSA Optical Design and Fabrication 

2019, paper JT5A.10, Jun. 2019. 

 

 

図 2 焦点色収差型同軸式レーザ変位計による機上測定論文(2) 

図１ 2019 年度在籍者（一部） 
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